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【
第
百
六
十
一
回
本
場
所
十
日
～
千
秋
楽
】

開
花
の
遅
か
っ
た
桜
も
あ
っ
と
い
う
間
に

見
頃
を
過
ぎ
た
４
月
１
３
日
に
十
日
目
と
千

秋
楽
が
開
催
さ
れ
、
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

優
勝
争
い
は
混
戦
と
な
っ
て
４
力
士
に
よ

る
決
定
戦
に
も
つ
れ
込
み
、
最
後
は
横
綱
千

代
鈴
が
熱
戦
を
制
し
逆
転
で
５
回
目
と
な
る

賜
杯
を
手
に
し
た
。

千
秋
楽
結
び
で
１
敗
の
大
関
大
神
楽
と
２

敗
の
横
綱
千
代
鈴
が
対
戦
し
、
大
神
楽
が
勝

て
ば
優
勝
と
い
う
一
番
で
千
代
鈴
が
勝
っ
て

定
戦
で
千
代
鈴
に
連
敗
し
た
こ
と
も
あ
り
、

来
場
所
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

理
事
会
で
は
、
関
脇
西
神
門
の
大
関
昇
進

が
議
題
に
上
が
り
、
満
場
一
致
で
大
関
昇
進

が
決
ま
っ
た
。

西
神
門
は
入
幕
６
場
所
目
、
１
５
９
回
場

所
は
前
頭
八
枚
目
で
９
勝
２
敗
、
先
場
所
１

６
０
回
場
所
で
は
前
頭
筆
頭
で
１
０
勝
１
敗

の
優
勝
、
そ
し
て
今
場
所
は
９
勝
２
敗
で
優

勝
同
点
と
、
直
近
３
場
所
は
２
８
勝
５
敗
と

い
う
高
水
準
の
成
績
。
三
役
経
験
は
今
場
所

の
み
だ
が
、
将
来
性
も
見
据
え
て
の
大
関
昇

進
決
定
と
な
っ
た
。

三
賞
は
、
殊
勲
賞
に
八
日
目
に
千
代
鈴
を

見
事
な
相
撲
で
破
っ
た
磯
自
慢
が
初
受
賞
、

敢
闘
賞
は
優
勝
同
点
の
西
神
門
（
４
回
目
）

と
鬼
ヶ
嶽
（
４
回
目
）
が
受
賞
、
技
能
賞
は

最
後
ま
で
優
勝
争
い
を
し
て
湧
か
せ
た
剛
勇

山
が
２
回
目
の
受
賞
と
な
っ
た
。

九
日
目
を
終
え
た
時
点
で
、
大

関
大
神
楽
と
関
脇
西
神
門
の
２
力

士
が
８
勝
１
敗
で
優
勝
争
い
の
先

頭
に
立
ち
、
こ
れ
を
横
綱
千
代
鈴
、

関
脇
四
季
嶋
、
平
幕
の
剛
勇
山
、

鬼
ヶ
嶽
、
若
佑
の
５
力
士
が
２
敗

で
追
う
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
十
日
目
。
優
勝
は
１
敗
の
２
力
士

か
と
思
わ
れ
た
が
、
十
日
目
に
西
神
門
が
鬼
ヶ
嶽
得

意
の
の
ど
輪
か
ら
の
押
し
倒
し
に
敗
れ
て
２
敗
に
後

退
、
大
神
楽
は
関
脇
綱
乃
花
に
勝
っ
て
、
た
だ
一
人

１
敗
を
守
っ
て
優
勝
争
い
の
先
頭
に
立
っ
た
。

千
代
鈴
は
関
脇
四
季
嶋
と
の
２
敗
同
士
の
対
戦
。

四
季
嶋
は
優
勝
す
れ
ば
大
関
と
い
う
声
も
出
て
こ
よ

う
と
い
う
も
の
。
こ
の
２
日
間
が
非
常
に
大
事
に
な

る
。取

組
み
前
に
「
千
代
に

は
全
然
歯
が
立
た
な
い
か

ら
な
ぁ
！
」
と
ち
ょ
っ
と

弱
気
の
勝
間
田
親
方
だ
が
、

過
去
に
１
回
勝
っ
た
こ
と

が
あ
る
だ
け
に
相
撲
が
ど

う
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
相
撲
は
千
代

鈴
が
圧
倒
四
季
嶋
は
３
敗

に
後
退
し
て
優
勝
争
い
か

ら
脱
落
し
た
。

こ
の
結
果
、
十
日
目
を
終
え
て
、
大
関
大
神
楽
が

１
敗
で
優
勝
争
い
の
単
独
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
こ
れ
を

２
敗
で
横
綱
千
代
鈴
、
関
脇
西
神
門
、
平
幕
の
剛
勇

山
、
鬼
ヶ
嶽
の
４
力
士
が
追
う
展
開
に
変
わ
っ
た
。

運
命
の
千
秋
楽
。

千
秋
楽
は
千
代
鈴
と
大
神
楽
、
西
神
門
と
剛
勇
山

と
１
敗
と
２
敗
の
直
接
対
決
が
組
ま
れ
、
鬼
ヶ
嶽
は

出
羽
翼
と
の
対
戦
が
組
ま
れ
た
。
結
び
で
大
神
楽
が

勝
て
ば
、
す
ん
な
り
優
勝
が
決
ま
る
が
、
も
し
負
け

る
と
最
大
４
力
士
に
よ
る
優
勝
決
定
戦
と
な
る
。

横
綱
千
代
鈴
、
大
関
大
神
楽
、
関
脇
西
神
門
、

前
頭
六
枚
目
鬼
ヶ
嶽
の
４
力
士
に
よ
る
優
勝

決
定
戦
と
な
っ
た
。

く
じ
引
き
の
結
果
、
西
神
門
と
鬼
ヶ
嶽
、

千
代
鈴
と
大
神
楽
の
対
戦
と
な
り
、
剛
勇
山

に
勝
っ
た
西
神
門
と
本
割
に
続
き
大
神
楽
に

勝
っ
た
千
代
鈴
と
の
同
部
屋
力
士
に
よ
っ
て

優
勝
が
争
わ
れ
、
千
代
鈴
が
弟
弟
子
の
西
神

門
を
寄
り
切
っ
て
２
場
所
振
り
の
優
勝
で
綱

の
責
任
を
果
た
し
た
。

綱
獲
り
を
賭
け
た
大
神
楽
は
、
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
で
優
勝
を
逸
し
横
綱
昇
進
が
見
送

ら
れ
た
。

千
秋
楽
の
打
ち
出
し
後
に
開
か

れ
た
理
事
会
で
朝
日
松
理
事
長
が

「
大
関
大
神
楽
の
横
綱
昇
進
に
関

し
て
は
見
送
り
、
も
う
一
場
所
様

子
を
見
た
い
と
思
う
。
先
場
所
９

勝
２
敗
で
準
優
勝
の
成
績
を
上
げ

今
場
所
は
優
勝
同
点
の
９
勝
２
敗

と
い
う
好
成
績
だ
っ
た
が
優
勝
に

は
手
が
届
か
ず
、
ま
た
本
割
と
決

優

勝

千
代
鈴

九
勝
二
敗

(

５)

殊
勲
賞

磯
自
慢

七
勝
四
敗

(

初)

敢
闘
賞

西
神
門

九
勝
二
敗

(

４)

〃

鬼
ヶ
嶽

九
勝
二
敗

(

４)

技
能
賞

剛
勇
山

八
勝
三
敗

(

２)

十

両

越
境
山

九
勝
二
敗

(

初)

幕

下

千
丈
岳

五

勝

(

初)

三
段
目

松

錦

五

勝

(

初)

序
二
段

如

月

五

勝

(

初)

序
の
口

鎧

島

五

勝

(

初)

↑ 決定戦決勝、弟弟子で連覇を狙う西神門を一蹴。最後の

局面で横綱の貫禄を示した形だ。

↓ 決定戦初戦、本割で追い付かれた

大神楽は綱昇進を賭けて何としても

勝ちたかったが、横綱の壁に阻まれ

た。

西神門●(押し倒し)○鬼ヶ嶽

大神楽○(寄り切り)●綱乃花四季嶋●(寄り切り)○千代鈴


